
目目 的的 個別施設の個別施設のATHDBATHDBを構築し、施設の安全向上や効果的なメンテナンスの実施等に活用する。を構築し、施設の安全向上や効果的なメンテナンスの実施等に活用する。

個別技術の個別技術のATHDBATHDBをベースとした安全設計評価手法を高度化し、施設の安全設計を支援する。をベースとした安全設計評価手法を高度化し、施設の安全設計を支援する。

3D3D--VRVR技術を活用した効果的・効率的な安全教育システムを開発し、実施設で試行する。技術を活用した効果的・効率的な安全教育システムを開発し、実施設で試行する。

個別施設の個別施設のATHDBATHDBの構築・分析と安全対応技術の検討の構築・分析と安全対応技術の検討

全国版の事故・トラブル・ヒヤリハット事例データベース全国版の事故・トラブル・ヒヤリハット事例データベース

(ATHDB(ATHDB--allall ；； Accident & trouble, HIYARIHATTOAccident & trouble, HIYARIHATTO

databasedatabase,3262,3262件の事例を集約）から事例を活用し、個別施設件の事例を集約）から事例を活用し、個別施設

におけるにおけるATHDBATHDBを構築した。を構築した。

個別施設で取得している除法を整理するとともに、現場の技個別施設で取得している除法を整理するとともに、現場の技

術者とのディスカッションを通じてカスタマイズする操業情報術者とのディスカッションを通じてカスタマイズする操業情報

取得ツールを高度化した。取得ツールを高度化した。

個別施設を対象に個別施設を対象にPDAPDAによるヒヤリハット等の報告ツール導によるヒヤリハット等の報告ツール導

入し、個別施設の操業情報を取得・整理した。入し、個別施設の操業情報を取得・整理した。

個別施設の個別施設のATHDBATHDBおよびおよびSTDBSTDB（安全向上策（安全向上策DBDB：：Safety Safety 

technique databasetechnique database）を活用することにより、各施設の潜在リ）を活用することにより、各施設の潜在リ

スクを基準以下に低減できるような安全向上策を提案した。スクを基準以下に低減できるような安全向上策を提案した。

個別技術の個別技術のATHDBATHDBをベースとした安全設計評価手法ＳＡＤの高度化をベースとした安全設計評価手法ＳＡＤの高度化

個別技術のＡＴＨＤＢを構築し、これを活用した施設の安全配慮設計が実施できる安全設計評価手法個別技術のＡＴＨＤＢを構築し、これを活用した施設の安全配慮設計が実施できる安全設計評価手法SAD SAD 

(Safety design analysis with database)(Safety design analysis with database)を高度化するとともに、汎用性の向上に向けたソフトウェアを開発した。を高度化するとともに、汎用性の向上に向けたソフトウェアを開発した。

破砕処理設備を持つ処理施設とバイオガス化施設を対象に破砕処理設備を持つ処理施設とバイオガス化施設を対象にSADSADを適用した。を適用した。

運転員教育支援ツール運転員教育支援ツール(APT)(APT)の高度化に関する検討の高度化に関する検討

APTAPT（（Accident prevention training Accident prevention training 

tooltool）の高度化を図った。）の高度化を図った。

個別３施設で安全教育プログラムを個別３施設で安全教育プログラムを

作成し、高い評価を得た。作成し、高い評価を得た。

装置・機器のユニット化し、汎用性が装置・機器のユニット化し、汎用性が

向上した。向上した。 溶融炉溶融炉 ハンマー破砕機ハンマー破砕機

磁選機磁選機 ストーカー炉ストーカー炉

結結 論論 ATHDBATHDB--allall等を活用して、個別２施設の等を活用して、個別２施設のATHDBATHDBを構築し、を構築し、STDBSTDBを用いて安全対策技術を提案した。を用いて安全対策技術を提案した。

ICTICTを活用した安全操業情報取得ツールの高度化を図った。を活用した安全操業情報取得ツールの高度化を図った。

SADSADを高度化するとともに、汎用ソフトウェアを開発した。さらに、個別２技術を対象にを高度化するとともに、汎用ソフトウェアを開発した。さらに、個別２技術を対象にSADSADを適用した。を適用した。

APTAPT--SLSLを用い個別３施設の安全教育プログラムを作成するとともに、装置・機器のユニット化を行った。を用い個別３施設の安全教育プログラムを作成するとともに、装置・機器のユニット化を行った。

個別施設・技術の個別施設・技術のATHDBATHDBの構築・活用の構築・活用

全国版の全国版のATHDBATHDB--allall
（（32623262件）の活用件）の活用

ＩＣＴを活用したＩＣＴを活用した
安全操業情報取得ツール安全操業情報取得ツール
により個別施設の情報をにより個別施設の情報を

電子化・取得電子化・取得

OAOA機器等のリサイクルを行っている施設機器等のリサイクルを行っている施設
の安全教育用３Ｄコンテンツの安全教育用３ＤコンテンツAPTAPT--SLSL装置・機器のユニット化装置・機器のユニット化

接触事故接触事故
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個別施設において現場の技術者に対して安全情報を提示する方法と個別施設において現場の技術者に対して安全情報を提示する方法と

して、ハザードマップによる提示方法を提案し、実際にある施設を例にして、ハザードマップによる提示方法を提案し、実際にある施設を例に

作成した。作成した。

安全に関わる情報の提示方法の検討安全に関わる情報の提示方法の検討
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